
調査対象：  えひめ災害時のBCP等認定企業220社（国土交通省四国地方整備局BCP等認定会社は除く）

調査方法： web法（ファックス回答も併用）

調査期間： 令和２年（2020年）９月23日~10月５日

回収結果： １７２社（回収率78％）

質問内容：

【質問１】

貴社が建設業BCPを策定したことにより、もたらされた効果をお教えください。

回答番号 回答数 複数回答可

① 104  緊急時に行動すべき点を整理したことから、災害等を含め緊急時に計画的な行動をとれるようになった。

② 63  訓練等を通じて、社内に一体感が醸成された。

③ 84  更新時に課題を整理することにより、将来的な改善方策が明確になった。

④ 35  建設業ＢＣＰ策定会社であることにより、会社のイメージアップ及びＰＲを図ることができた。

⑤ 10  その他

【質問２】

平成３０年７月豪雨災害発生時、貴社が策定した建設業BCPは役に立ちましたか？

回答番号 回答数 単一回答

① 14 かなり役に立った（【質問３】へ進んでください）。

② 75 多少、役に立った（【質問３】へ進んでください）。

③ 15 役に立たなかった（【質問４】へ進んでください）。

④ 68

【質問３】

質問２で、「① かなり役に立った」「② 多少、役に立った」のは、どのような点ですか？

回答番号 回答数 複数回答可

① 31

② 21 想定する災害等リスクを事前に把握できていた。

③ 12 緊急時の代替策（代替連絡拠点、人員の配置等）が機能した。

④ 29 質問５へ進んでください。

⑤ 30

⑥ 9

⑦ 33

⑧ 21

⑨ 4 その他

【質問４】

質問２で、「③ 役に立たなかった」理由は何故だと考えていますか？

回答番号 回答数 複数回答可

① 0

② 4

③ 1 緊急時の代替策（代替連絡拠点、人員の配置等）が機能しなかった。

④ 0

⑤ 0

えひめ災害時のBCP認定企業様へのアンケート

社内に建設業ＢＣＰが認識されていなかった。

当時、建設業BCPを策定していなかった。もしくは、平成３０年７月豪雨災害の被害を

受けなかったため、わからない（【質問４】へ進んでください）。

社内で建設業ＢＣＰが認識され、それに基づく活動が円滑に実施できた。

関係先と緊急時連絡先及び目標を共有できていた。

緊急時の体制及び指揮命令系統が社内に共有できていた。

日頃の訓練の成果が現れた。

建設業ＢＣＰで策定した安否確認等の緊急連絡網が機能した。

建設業ＢＣＰで計画した備蓄資材等が活用できた。

緊急時の体制及び指揮命令系統が社内に共有されていなかった。

関係先と緊急時連絡先及び目標が共有されていなかった。

想定した災害等リスクが実際と異なった。または、建設業ＢＣＰで想定した被害を超え

ていた。
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⑥ 1

⑦ 0

⑧ 0

⑨ 1

⑩ 1

⑪ 5

⑫ 10 その他

【質問５】

回答 単一回答

① 7 大変、効果がある（【質問６】へ進んでください）。

② 90 多少、効果がある（【質問６】へ進んでください）。

③ 75 特に効果はない（【質問７】へ進んでください）。

【質問６】

回答番号 回答数 複数回答可

① 32

② 33

③ 15

④ 23

⑤ 24

⑥ 12

⑦ 45

⑧ 0  その他

【質問７】

回答番号 回答数 単一回答

① 4 既に単独のＢＣＰ等を策定している。もしくは、建設業ＢＣＰに反映させている。

② 59 現在のＢＣＰ等で準用できると考えている。

③ 106 策定していない。または、建設業ＢＣＰに反映していない。

（注意） 単一回答であったが、回答がなかった会社もあったため、合計数が１７２社になっていない。

風水害に対する発動基準を決めていなかったため、建設業ＢＣＰが機能しなかった。

日頃の訓練どおりに機能しなかった。

建設業ＢＣＰで策定した安否確認等の緊急連絡網が機能しなかった。

他のことに資源（人材、資機材等）を取られ、建設業ＢＣＰのとおり行動できなかっ

た。

建設業ＢＣＰで計画した備蓄資材等が活用できなかった。

国土交通省は「建設業における新型コロナウィルス感染予防対策ガイドライン」を策定し、「感染防止のための基

本的な考え方」と「講じるべき具体的な対策」等を踏まえ、建設業に従事されている方々に対しても新型コロナ

ウィルスの感染予防に取り組むことを依頼しています。

貴社が策定された建設業ＢＣＰが、貴社で新型コロナウィルス感染症が発生した場合の事業継続計画に効果がある

とお考えになりますか？

災害発生により社内が混乱し、建設業ＢＣＰのとおり行動できなかった。

建設業ＢＣＰを通じて、社内で新型コロナウィルス感染も事業継続計画におけるリスク

（以下「リスク」という。）であるとの認識が共有されているため。

災害等に準じて、リスクを事前に想定できるため。

災害等に準じて、リスク発生時の緊急時連絡先及び目標が共有できるため。

貴社では新型コロナウィルス感染に関して新たなＢＣＰ策定、もしくは、現在の建設業ＢＣＰに反映のいずれかを

実施していますか？

質問５で「① 大変、効果がある」「② 多少、効果がある」とお答えになった企業にお聞きします。どのような

点に効果があったのかを具体的にお教えください。

災害等に準じて、リスク発生時の代替案（代替連絡拠点、人員の配置等）を適用できる

ため。

災害等に準じて、リスク発生時の体制及び指揮命令系統が共有できるため。

災害発生時の訓練が、リスク発生時の訓練にも準用できるため。

建設業ＢＣＰで策定した安否確認等の緊急連絡網が、準用できると考えられるため。
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回答集計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

【質問1】 104 63 84 35 10

【質問2】 14 75 15 68

【質問3】 31 21 12 29 30 9 33 21 4

【質問4】 0 4 1 0 0 1 0 0 1 1 5 10

【質問5】 7 90 75

【質問6】 32 33 15 23 24 12 45 0

【質問7】 4 59 106
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